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第 1 章 運転に関わる人間要因と人間工学的課題
第 2 章 自動車の視覚的原点と視界確保
第 3 章 ドライパーの危険認知と対処行動
第 4 章情報化と自動車運転
第 5 章交通事故の人的要因分析



















第 2 章の第 3 節では、上下方視界を交通信号機への停止行動から求めた。通常の走行において、安全に停止するた
めに必要な信号視認角度は 8 度、停止線で停止するために必要な下方視認角度は2.5度であった。しかし、男女で停
止行動が異なることを指摘し、ドライパーの行動を今後の視界研究に取り入れる重要性を指摘した。

























いことが判明した。一方、対歩行者・自転車事故では、発生件数が多い時間帯は10--12時、 4 時--6 時および14時~

























分析手法といわれており、 FTA (Fault Tree Analysis) を基本としているが、事後の分析が主体であり、ダイアグ








































第 4 章では運転行動へ影響する要因として、運転中の携帯電話使用を例として論じているo ハンズフリーキットの
使用がある程度有効であるが、携帯電話を使用しない場合よりは不安定性が残ることを示している。本研究結果は、
運転中の携帯電話使用に警察庁が1999年11月から規制を行う契機となった。
第 5 章は職業トラックドライパーの事故要因についての詳細分析を行い、事故類型毎にその特徴を指摘し、特徴を
より鮮明にした点が従来の研究と異なる点である。
第 6 章では、認知科学で提案されている事故分析手法であるバリエーションツリー法を、交通分野に適用可能な形
式に改良を加えその有効性を示した。当研究は新しい試み故、記述方法に課題が残るが、実践的なツールとなること
を示している。
第 7 章ではさらに、交通分野での人的過誤の考え方を他の分野と比較し、よりシステム的な考え方の導入の必要性
を指摘している o
以上、当論文は、交通安全に対する観点の斬新性、一連の研究の展開の的確性、全体に渡る論理の展開の明断性、
見いだした知見の学術および、実社会に対する貢献の大きさ、から博士(人間科学)の学位の授与に十分に値するもの
と判定した。
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